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平成27年度 

１級造園工事施工管理技術検定 

実地試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程・品質管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

(1)(イ)・土壌の団粒化・膨軟化が促進される・養分・保肥力が向上する 

(ロ)①バックホウやトレンチャーで慎重に掘削し、レベルを測定し正しい勾配

をつける。 

②床ならしで砕石を入れ、ならす。 

③高密度ポリエチレン製有孔管を下流側から布設し、砕石と荒目砂(又はモ

ミガラ)で被覆する。 

④表土埋戻しはできるだけ時間をおいて圃場が十分乾燥してからおこなう。 

(2)(イ)留意事項：効果が長期間持続するように緩効性、遅効性肥料を用い、根に

直接あたらない様に注意する。 

作業内容：樹幹中心から根元直径の 5 倍の円形を施肥の目安とし、その円

形に沿って深さ 20cm程度の溝を掘って、その溝底に平均的に輪

状に肥料を巻き込んで埋め戻す。 

※車肥、壷肥の記述でもよい。 

 (ロ)・樹木を植穴に埋め込んだ後、鉢を埋めながら水を注ぎ、鉢の周囲に埋め

戻し土が密着するように、つき棒で泥をよくつつきながら埋め戻す。こ

れを何度か繰り返し鉢を埋める。 

 (ハ)・水鉢 

   ・鉢の直径に合わせて土を盛り上げ、土手を作り(あるいは幅の浅い溝「水

鉢」を掘る)、決壊して水が流れ出ないように灌水する。 

(3)(イ)杉丸太：所定の寸法を有し、割れ、腐食などのない平滑な直幹材の皮はぎ

の新材とし、あらかじめ防腐処理をする。 

    唐 竹：2 年生以上で、指定の寸法を有し、曲がり、腐食、病虫害、変色

のないもので、先端を節止めとする。 

  (ロ)①杉皮を巻き、しゅろ縄で動揺しないように割り縄がけに結束する。 

②結束部は動揺しないように鋸目を入れ、交わる部分は鉄線がけにする。 
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(4)(イ)A ク(根の乾燥) 

B ア(水平) 

C ケ(樽巻き) 

D エ(上下) 

E イ(揚巻き) 

(ロ)目的：根を切られた樹木の水分供給と消費のバランスを取るため。 

    作業方法：損傷した枝葉を取り除き、からみ枝、立枝、徒長枝などの樹形

を乱す不要枝を除き、枝葉密度が均一になるように樹冠を整え

る。 

 

【問題 3】 

(1)(イ) 
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2）9人 

(ホ)23日 
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(へ)17日 

(ト)Ⅰ作業を 2日、Ｈ作業を 1日 

(2)①組合せ作業における手待ちの発生による低下。 

②作業環境の不備による低下。 

③機械・機器の使用、操作方法の未熟による低下。 

④作業に不慣れのための低下。 

・・・・・・・・等 

(3)①品質が低下する。 

②総建設費が急増する。 

 

【問題 4】 

(1)(イ)イ、ウ 

(ロ)(1）「根」：根系の発達が良く、四方に均等に配分され、根鉢範囲に細根が

多く、乾燥していないこと。 

「枝」：樹種の特性に応じた枝を保ち、徒長枝、枯損枝、枝折れなどの

処理、および必要に応じ適切な剪定が行われていること。 

(2)「葉」「匍匐茎」「根」「病虫害」「雑草など」 

・・・・・・・・等 

(3)花芽の着花が良好か、もしくは花及びつぼみが正常な形態や花色である

こと。 

(ハ)A 樹冠 

B 根鉢 

C 自然樹形 

(2)根鉢の軽量化と崩れの防止、移植先での雑草繁茂を抑える。 

(3)①樹木全体をシートで覆い、直射日光や風からの乾燥を防ぐ。 

②必要に応じて蒸散抑制剤を使用する。 

③積み下ろしの際に根鉢の崩壊や樹木の損傷が生じないように堅固な根鉢とし、

幹巻きなどを行う。 

 

【問題 5】 

(1)①機械等、原材料等の危険性又は有毒性及びこれらの取り扱い方法に関するこ

と。 

  ②安全装置、有害物抑制装置又は保護具の性能及びこれらの取り扱い方法に関

すること。 

  ③作業手順に関すること。 

  ④作業開始の点検に関すること。 

  ⑤当該業務に関して発生するおそれのある疾病の原因及び予防に関すること。 
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  ⑥整理、整頓及び清潔の保持に関すること。 

  ⑦事故時等における応急措置及び退避に関すること。 

・・・・・・・・等 

(2)(イ)①路肩の崩壊の防止、地盤の不同沈下の防止、必要な幅員を保持する等の

措置を講ずる。 

    ②誘導者を配置し、その合図に従う。 

    ③主たる用途以外の用途に使用しない。 

    ④旋回範囲内に人を入れない。 

・・・・・・・・等 

  (ロ)①組み立て作業を行う区域内には、関係労働者以外の労働者の立ち入りを

禁止する。 

    ②足場材の緊結、取り外し、受渡し等の作業にあっては、幅 20cm以上の足

場を設け、労働者に安全帯を使用させる等、墜落による危険を防止する

措置を講ずる。 

    ③材料、器具、工具等を上げ、下ろすときは、つり綱、つり袋等を使用さ

せる。 

・・・・・・・・等 

(3)(イ)1)A 6以上 

2)B 7％をこえるもの 

(ロ)①作業範囲内に障害物がないことを確認すること。障害物がある場合は、

あらかじめ作業方法をよく検討しておくこと。 

②設置する地盤の状態を確認すること。地盤の支持力が不足する場合は地

盤の改良、鉄板等で地盤反力が確保できるよう補強すること。 

③機体は水平に設置し、アウトリガーは作業荷重に応じて完全に張り出す

こと。 

④荷重表で吊上げ能力を確認し、吊上げ荷重や旋回範囲の制限を厳守する

こと。 

⑤運転開始からしばらく時間が経ったところで、アウトリガーの状態を点

検すること。 

(ハ)①運転席を離れる際に、作業装置を地上に下ろし、エンジンを停止し、ブ

レーキにより車両の逸走を防止する。 

②操作関係のスイッチはすべて“切”にしておくこと。 

 


